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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】赤緑青及び白の４色の画素により１つの表示要
素を構成した液晶表示素子に色再現性の良いカラー画像
を表示させる。
【解決手段】入力された赤緑青の３色の階調データに基
づいて、赤緑青及び白の４色の画素それぞれの最大階調
輝度に対するこれらの画素を駆動するための階調データ
に対応する輝度の割合を輝度率、複数の表示要素毎の赤
緑青の３色の画素相互の輝度率の差の絶対値のうちの最
大値を最大輝度率差とするとき、複数の表示要素毎の輝
度率がそれぞれ、赤緑青の３色の画素それぞれの輝度率
に、白色画素の特性に応じて予め定めた任意の値の設定
輝度率の最大輝度率差に相当する階調数以外の階調数に
対応する割合の輝度率を加算して得られる値に、１フレ
ームにおける全ての表示要素の最大輝度率差に応じて定
められる係数を乗じ、且つ白色画素の前記輝度率を差し
引いた値となるように、複数の表示要素毎の赤緑青及び
白の４色の駆動階調データを設定する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　三原色及び白の４色の複数の画素が交互にマトリックス状に配列させて形成され、互い
に隣合う前記三原色及び白の各色１つずつの４つの画素を１単位とする複数の表示要素に
よりカラー画像を表示する液晶表示素子の駆動方法において、
　入力された三原色の階調データに基づいて、
　前記三原色及び白の４色の画素それぞれの最大階調輝度に対するこれらの画素を駆動す
るための駆動階調データに対応する輝度の割合を輝度率、前記複数の表示要素毎の前記三
原色の画素相互の前記輝度率の差の絶対値のうちの最大値を最大輝度率差とするとき、
　前記複数の表示要素毎の前記三原色及び白の４色の画素の前記輝度率がそれぞれ、前記
三原色の画素それぞれの前記輝度率に、前記白色画素の特性に応じて予め定めた任意の値
の設定輝度率の前記最大輝度率差に相当する階調数以外の階調数に対応する割合の輝度率
を加算して得られる値に、１画面のカラー画像を表示するための１フレームにおける全て
の表示要素の前記最大輝度率差に応じて定められる係数を乗じ、且つ前記白色画素の前記
輝度率を差し引いた値となるように、前記複数の表示要素毎の三原色及び白の４色の階調
値を設定し、これらの諧調値の駆動階調データにそれぞれ対応した前記４色のデータ信号
を前記複数の表示要素の三原色及び白の４色の画素にそれぞれ供給することを特徴とする
液晶表示素子の駆動方法。
【請求項２】
　１フレームにおける全ての表示要素の最大輝度率差に応じて定められる係数は、前記全
ての表示要素それぞれの最大輝度率差のうちの最も大きい値に応じて設定されることを特
徴とする請求項１に記載の液晶表示素子の駆動方法。
【請求項３】
　赤、緑、青び白の４色の複数の画素が交互にマトリックス状に配列させて形成され、互
いに隣合う前記赤、緑、青及び白の各色１つずつの４つの画素を１単位とする複数の表示
要素によりカラー画像を表示する液晶表示素子の駆動方法において、
　入力された赤、緑、青の３色の階調データに基づいて、
　前記赤、緑、青及び白の４色の画素それぞれの最大階調輝度をＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ

，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷ、
　前記赤、緑、青の３色の画素それぞれの前記入力された赤、緑、青の３色の階調データ
に対応する輝度を入力データ対応輝度ＬＲ，ＬＧ，ＬＢ、
　前記赤、緑、青の３色の画素それぞれの前記最大階調輝度ＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ，Ｌ

ｍａｘＢに対する前記入力データ対応輝度ＬＲ，ＬＧ，ＬＢの割合ＬＲ／ＬｍａｘＲ，Ｌ

Ｇ／ＬｍａｘＧ，ＬＢ／ＲｍａｘＢをそれぞれ入力データ対応輝度率ＲＲ，ＲＧ，ＲＢ、
　前記複数の表示要素毎の前記赤、緑、青の３色の画素相互の前記入力データ対応輝度率
ＲＲ，ＲＧ，ＲＢの差の絶対値｜ＲＲ－ＲＧ｜，｜ＲＧ－ＲＢ｜，｜ＲＢ－ＲＲ｜のうち
の最大値を最大輝度率差dｍａｘ、
　１画面のカラー画像を表示するための１フレームにおける全ての表示要素それぞれの前
記最大輝度率差dｍａｘのうちの最も大きい値をdｍａｘＡＬＬ、
　前記赤、緑、青及び白の４色の画素それぞれのこれらの画素を駆動するための駆動階調
データに対応する輝度を駆動データ対応輝度Ｌ′Ｒ，Ｌ′Ｇ，Ｌ′Ｂ，Ｌ′Ｗ、
　前記赤、緑、青及び白の４色の画素それぞれの前記最大階調輝度ＬｍａｘＲ，Ｌｍａｘ

Ｇ，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷに対する前記駆動データ対応輝度Ｌ′Ｒ，Ｌ′Ｇ，Ｌ′Ｂ，
Ｌ′Ｗの割合Ｌ′Ｒ／ＬｍａｘＲ，Ｌ′Ｇ／ＬｍａｘＧ，Ｌ′Ｂ／ＬｍａｘＢ，Ｌ′Ｗ／
ＬｍａｘＷをそれぞれ駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ′Ｇ，Ｒ′Ｂ，Ｒ′Ｗとするとき
、
　前記駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ′Ｇ，Ｒ′Ｂ，Ｒ′Ｗが、
　Ｒ′Ｒ＝ＲＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｒ′Ｗ・ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ

＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　Ｒ′Ｇ＝ＲＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｒ′Ｗ・ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ
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＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　Ｒ′Ｂ＝ＲＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｒ′Ｗ・ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ

＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　ただし、ｔ１は、０≦ｔ１≧ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）の
範囲の任意の設定値、ｔ２は、１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬ

Ｌ］≦｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）の
とき、ｔ２＝１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］に設定され、
｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）＜［｛１
＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］のとき、ｔ２＝｛１＋ＬｍａｘＷ／（
ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）に設定される係数、
を満足する階調値の前記複数の表示要素毎の赤、緑、青及び白の４色の駆動階調データを
生成し、これらの駆動階調データにそれぞれ対応した前記４色のデータ信号を前記複数の
表示要素の赤、緑、青及び白の４色の画素にそれぞれ供給することを特徴とする液晶表示
素子の駆動方法。
【請求項４】
　液晶表示素子は、赤、緑、青及び白の４色の画素それぞれの輝度がこれらの画素を駆動
するための駆動階調データの階調値に比例する特性を有しており、
　複数の表示要素毎の赤、緑、青及び白の４色の駆動階調データは、
　入力された赤、緑、青の３色の階調データの階調値をＤＲ，ＤＧ，ＤＢ、前記赤、緑、
青及び白の４色の駆動階調データの階調値をＤ′Ｒ，Ｄ′Ｇ，Ｄ′Ｂ，Ｄ′Ｗとするとき
、
　Ｄ′ＲはＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃを整数化した値
　Ｄ′ＧはＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃを整数化した値
　Ｄ′ＢはＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃを整数化した値
　Ｄ′ＷはＣを整数化した値
　ただし、Ｃは、ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２，ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａ

ｘ）｝ｔ２，ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２のうちの最も小さい値をＤ２ｍｉｎ

とするとき、前記Ｄ２ｍｉｎが最大階調未満の場合はその値Ｄ２ｍｉｎを整数化した値、
前記Ｄ２ｍｉｎが最大階調以上の場合は前記最大階調の値とする、
の諧調値にそれぞれ設定されることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示素子の駆動方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、三原色及び白の各色１つずつの４つの画素を１単位とする複数の表示要素
によりカラー画像を表示する液晶表示素子の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、カラー液晶表示素子（以下、３色画素表示素子という）は、赤、緑、青の３色の
画素により１つの表示要素を構成し、１つの色を定義するために入力された赤、緑、青の
３色の階調データに応して、前記３色の階調データに対応する赤、緑、青の３色のデータ
信号を前記赤、緑、青の３色の画素にそれぞれ供給することにより駆動されている。
【０００３】
　この３色画素表示素子に対して、明るい画像を表示するために、例えば赤、緑、青の三
原色及び白の４色の複数の画素が交互にマトリックス状に配列させて形成され、互いに隣
合う赤、緑、青及び白の各色１つずつの４つの画素を１単位とする複数の表示要素により
カラー画像を表示する液晶表示素子が提案されている（特許文献１参照）。
【０００４】
　この液晶表示素子は、赤、緑、青の３色の画素に白色の画素を加えた４色の画素により
１つの表示要素を構成しているため、画面を明るくすることができる。
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【０００５】
　前記赤、緑、青及び白の４色の画素により１つの表示要素を構成した液晶表示素子は、
入力された赤、緑、青の３色の階調データに基づいて、これらの３色の階調データのうち
の最小値の階調データからバイアス値を演算により定めてその値を白色画素の駆動階調デ
ータとし、前記入力された赤、緑、青の３色の階調データからそれぞれ前記白色画素の駆
動階調データの階調値を減算して赤、緑、青の３色の画素それぞれの駆動階調データを求
め、これらの駆動階調データにそれぞれ対応した赤、緑、青及び白の４色のデータ信号を
赤、緑、青及び白の４色の画素にそれぞれ供給する方法で駆動されている（特許文献２参
照）。
【特許文献１】特開平１－２５９３９６号公報
【特許文献２】特開平４－１３０３９５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、前記赤、緑、青及び白の４色の画素により１つの表示要素を構成した液晶表示
素子（以下、４色画素表示素子という）を上記従来の駆動方法で駆動する液晶表示装置は
、入力された赤、緑、青の３色の階調データに対応した色再現性の良いカラー画像を表示
することができない。
【０００７】
　前記４色画素表示素子を上記従来の駆動方法で駆動する液晶表示装置は、入力された赤
、緑、青の３色の階調データの階調値が互いに異なるとき、つまり前記赤、緑、青の３色
の階調データが、赤、緑、青の３色を互いに異なる比率で混色させた中間色を定めたデー
タであるときに、前記４色画素表示素子による表示色に、従来の３色画素表示素子の表示
色に対する色ずれが生じる。
【０００８】
　例えば、入力された赤、緑、青の３色の階調データがそれぞれ階調値が０～６３の６４
階調のデータであり、また、前記３色画素表示素子及び４色画素表示素子の各色の画素そ
れぞれの輝度がこれらの画素を駆動するための駆動階調データの階調値に比例する場合、
入力された赤、緑、青の３色の階調データのうちの赤の階調データの階調値が４７、緑の
階調データの階調値が２９、青の階調データの階調値が１５のとき、１つの表示要素の表
示の色度、つまりｘ，ｙコーディネイト値は、前記３色画素表示素子を前記赤、緑、青の
３色の階調データに対応した３色のデータ信号を赤、緑、青の３色の画素にそれぞれ供給
することにより駆動したときはｘ＝０．３８，ｙ＝０．３８であるのに対して、前記４色
画素表示素子を前記従来の駆動方法により駆動したときはｘ＝０．３５，ｙ＝０．３６で
ある。
【０００９】
　このように、前記４色画素表示素子を上記従来の駆動方法で駆動する液晶表示装置は、
入力された赤、緑、青の３色の階調データが中間色を定めたデータであるときに表示色に
色ずれが生じ、入力された赤、緑、青の３色の階調データに対応した色再現性の良いカラ
ー画像を表示することができない。
【００１０】
　この発明は、三原色及び白の４色の画素により１つの表示要素を構成した液晶表示素子
を色再現性の良く表示させることができる駆動方法を提供することを目的としたものであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この発明の請求項１に記載の液晶表示素子の駆動方法は、
　三原色及び白の４色の複数の画素が交互にマトリックス状に配列させて形成され、互い
に隣合う前記三原色及び白の各色１つずつの４つの画素を１単位とする複数の表示要素に
よりカラー画像を表示する液晶表示素子の駆動方法において、
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　入力された三原色の階調データに基づいて、
　前記三原色及び白の４色の画素それぞれの最大階調輝度に対するこれらの画素を駆動す
るための駆動階調データに対応する輝度の割合を輝度率、前記複数の表示要素毎の前記三
原色の画素相互の前記輝度率の差の絶対値のうちの最大値を最大輝度率差とするとき、
　前記複数の表示要素毎の前記三原色及び白の４色の画素の前記輝度率がそれぞれ、前記
三原色の画素それぞれの前記輝度率に、前記白色画素の特性に応じて予め定めた任意の値
の設定輝度率の前記最大輝度率差に相当する階調数以外の階調数に対応する割合の輝度率
を加算して得られる値に、１画面のカラー画像を表示するための１フレームにおける全て
の表示要素の前記最大輝度率差に応じて定められる係数を乗じ、且つ前記白色画素の前記
輝度率を差し引いた値となるように、前記複数の表示要素毎の三原色及び白の４色の階調
値を設定し、これらの諧調値の駆動階調データにそれぞれ対応した前記４色のデータ信号
を前記複数の表示要素の三原色及び白の４色の画素にそれぞれ供給することを特徴とする
。
【００１２】
　請求項２に記載の発明は、前記請求項１に記載の液晶表示素子の駆動方法において、前
記１フレームにおける全ての表示要素の最大輝度率差に応じて定められる係数は、前記全
ての表示要素それぞれの最大輝度率差のうちの最も大きい値に応じて設定されることを特
徴とする。
【００１３】
　この発明の請求項３に記載の液晶表示素子の駆動方法は、
　赤、緑、青び白の４色の複数の画素が交互にマトリックス状に配列させて形成され、互
いに隣合う前記赤、緑、青及び白の各色１つずつの４つの画素を１単位とする複数の表示
要素によりカラー画像を表示する液晶表示素子の駆動方法において、
　入力された赤、緑、青の３色の階調データに基づいて、
　前記赤、緑、青及び白の４色の画素それぞれの最大階調輝度をＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ

，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷ、
　前記赤、緑、青の３色の画素それぞれの前記入力された赤、緑、青の３色の階調データ
に対応する輝度を入力データ対応輝度ＬＲ，ＬＧ，ＬＢ、
　前記赤、緑、青の３色の画素それぞれの前記最大階調輝度ＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ，Ｌ

ｍａｘＢに対する前記入力データ対応輝度ＬＲ，ＬＧ，ＬＢの割合ＬＲ／ＬｍａｘＲ，Ｌ

Ｇ／ＬｍａｘＧ，ＬＢ／ＲｍａｘＢをそれぞれ入力データ対応輝度率ＲＲ，ＲＧ，ＲＢ、
　前記複数の表示要素毎の前記赤、緑、青の３色の画素相互の前記入力データ対応輝度率
ＲＲ，ＲＧ，ＲＢの差の絶対値｜ＲＲ－ＲＧ｜，｜ＲＧ－ＲＢ｜，｜ＲＢ－ＲＲ｜のうち
の最大値を最大輝度率差dｍａｘ、
　１画面のカラー画像を表示するための１フレームにおける全ての表示要素それぞれの前
記最大輝度率差dｍａｘのうちの最も大きい値をdｍａｘＡＬＬ、
　前記赤、緑、青及び白の４色の画素それぞれのこれらの画素を駆動するための駆動階調
データに対応する輝度を駆動データ対応輝度Ｌ′Ｒ，Ｌ′Ｇ，Ｌ′Ｂ，Ｌ′Ｗ、
　前記赤、緑、青及び白の４色の画素それぞれの前記最大階調輝度ＬｍａｘＲ，Ｌｍａｘ

Ｇ，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷに対する前記駆動データ対応輝度Ｌ′Ｒ，Ｌ′Ｇ，Ｌ′Ｂ，
Ｌ′Ｗの割合Ｌ′Ｒ／ＬｍａｘＲ，Ｌ′Ｇ／ＬｍａｘＧ，Ｌ′Ｂ／ＬｍａｘＢ，Ｌ′Ｗ／
ＬｍａｘＷをそれぞれ駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ′Ｇ，Ｒ′Ｂ，Ｒ′Ｗとするとき
、
　前記駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ′Ｇ，Ｒ′Ｂ，Ｒ′Ｗが、
　Ｒ′Ｒ＝ＲＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｒ′Ｗ・ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ

＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　Ｒ′Ｇ＝ＲＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｒ′Ｗ・ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ

＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　Ｒ′Ｂ＝ＲＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｒ′Ｗ・ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ

＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
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　ただし、ｔ１は、０≦ｔ１≧ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）の
範囲の任意の設定値、ｔ２は、１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬ

Ｌ］≦｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）の
とき、ｔ２＝１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］に設定され、
｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）＜［｛１
＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］のとき、ｔ２＝｛１＋ＬｍａｘＷ／（
ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）に設定される係数、
を満足する階調値の前記複数の表示要素毎の赤、緑、青及び白の４色の駆動階調データを
生成し、これらの駆動階調データにそれぞれ対応した前記４色のデータ信号を前記複数の
表示要素の赤、緑、青及び白の４色の画素にそれぞれ供給することを特徴とする。
【００１４】
　請求項４に記載の発明は、前記請求項３に記載の液晶表示素子の駆動方法において、
　前記液晶表示素子は、赤、緑、青及び白の４色の画素それぞれの輝度がこれらの画素を
駆動するための駆動階調データの階調値に比例する特性を有しており、
　複数の表示要素毎の赤、緑、青及び白の４色の駆動階調データは、
　入力された赤、緑、青の３色の階調データの階調値をＤＲ，ＤＧ，ＤＢ、前記赤、緑、
青及び白の４色の駆動階調データの階調値をＤ′Ｒ，Ｄ′Ｇ，Ｄ′Ｂ，Ｄ′Ｗとするとき
、
　Ｄ′ＲはＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃを整数化した値
　Ｄ′ＧはＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃを整数化した値
　Ｄ′ＢはＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃを整数化した値
　Ｄ′ＷはＣを整数化した値
　ただし、Ｃは、ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２，ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａ

ｘ）｝ｔ２，ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２のうちの最も小さい値をＤ２ｍｉｎ

とするとき、前記Ｄ２ｍｉｎが最大階調未満の場合はその値Ｄ２ｍｉｎを整数化した値、
前記Ｄ２ｍｉｎが最大階調以上の場合は前記最大階調の値とする、
の諧調値にそれぞれ設定されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　この発明の駆動方法によれば、色再現性の良いカラー画像を表示させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　図１は液晶表示装置の構成図であり、この液晶表示装置は、加法混色における赤、緑、
青の三原色及び白の４色の複数の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗ（図２参照）が交
互にマトリックス状に配列させて形成された液晶表示素子１と、入力された前記三原色（
赤、緑、青の３色）の階調データに基づいて赤、緑、青及び白の４色の階調データを生成
し、４つの各画素を備えた前記液晶表示素子１を駆動する駆動手段１５とにより構成され
ている。
【００１７】
　図２は前記液晶表示素子１の一部分の断面図であり、この液晶表示素子１は、予め定め
た間隙を設けて対向配置された一対の透明基板２，３と、これらの基板２，３間の間隙に
封入された液晶層４と、前記一対の基板２，３の一方、例えば観察側（図において上側）
とは反対側の基板２の内面に、行方向（画面の左右方向）及び列方向（画面の上下方向）
にマトリックス状に配列させて形成された複数の透明な画素電極５と、他方の基板、つま
り観察側の基板３の内面に、前記複数の画素電極５の配列領域に対応させて形成された一
枚膜状の透明な対向電極６と、前記一対の基板２，３の外面にそれぞれ配置された一対の
偏光板１２，１３とからなっている。
【００１８】
　この液晶表示素子１は、ＴＦＴ（薄膜トランジスタ）を能動素子としたアクティブマト
リックス液晶表示素子であり、図１では省略しているが、前記複数の画素電極５が形成さ
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れた反対側基板２の内面に、前記複数の画素電極５にそれぞれ対応させて配置され、これ
らの画素電極５にそれぞれ接続された複数のＴＦＴと、各行のＴＦＴにゲート信号を供給
するための複数の走査線と、各列のＴＦＴにデータ信号を供給するための複数のデータ線
とが設けられている。
【００１９】
　この液晶表示素子１は、その観察側とは反対側に配置された図示しない面光源から照射
された光の透過を制御して画像を表示するものであり、前記複数の画素電極５と前記対向
電極６とが互いに対向する領域により、前記データ信号の供給、つまり前記電極５，６間
への前記データ信号に対応した電圧の印加により前記液晶層４の液晶分子の配向状態を変
化させて光の透過を制御する複数の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗが形成されてい
る。
【００２０】
　前記複数の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗのうちの１／４の数の画素１３Ｒは、
赤色カラーフィルタ７Ｒを備えた赤色画素、他の１／４の数の画素１３Ｇは、緑色カラー
フィルタ７Ｇを備えた緑色画素、さらに他の１／４の数の画素１３Ｂは、青色カラーフィ
ルタ７Ｂを備えた青色画素、残りの１／４の数の画素１３Ｗは、カラーフィルタを備えな
い白色画素であり、前記赤、緑、青及び白の各色の複数の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，
１３Ｗが、交互にマトリックス状に配列させて形成されている。
【００２１】
　前記カラーフィルタ７Ｒ，７Ｇ，７Ｂは、前記一対の基板２，３のいずれか一方、例え
ば観察側基板３の内面に形成されており、さらに前記観察側基板３の内面には、前記白色
画素１３Ｗにそれぞれ対応させて、この白色画素１３Ｗの液晶層厚を、前記赤、緑、青の
３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂの液晶層厚と同程度に調整するための無色の透明膜８
が形成されている。
【００２２】
　なお、前記対向電極６は、前記カラーフィルタ７Ｒ，７Ｇ，７Ｂ及び前記無色の透明膜
８の上に形成されており、また、前記一対の基板２，３の内面にはそれぞれ、前記複数の
画素電極５及び対向電極６を覆って配向膜９，１０が設けられている。
【００２３】
　そして、前記一対の基板２，３は、予め定めた間隙を設けて対向配置され、前記複数の
画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗがマトリックス状に配列された画面領域を囲む枠状
のシール材（図示せず）を介して接合されており、これらの基板２，３間の前記シール材
で囲まれた領域に液晶層４が封入されている。
【００２４】
　この液晶表示素子１は、前記液晶層４の液晶分子をツイスト配向させたＴＮまたはＳＴ
Ｎ型、液晶分子を基板２，３面に対して実質的に垂直に配向させた垂直配向型、液晶分子
をツイストさせることなく基板２，３面に対して実質的に平行に配向させた水平配向型、
液晶分子をベンド配向させるベンド配向型のいずれか、あるいは強誘電性または反強誘電
性液晶表示素子であり、前記一対の偏光板１１，１２は、それぞれの透過軸の向きを、各
画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗの電極５，６間に電圧を印加しないときの表示が黒
になるように設定して配置されている。
【００２５】
　なお、図１に示した液晶表示素子１は、一対の基板２，３の内面それぞれに設けられた
電極５，６間に電界を生じさせて液晶分子の配向状態を変化させるものであるが、それに
限らず、一対の基板のいずれか一方の内面に、複数の画素を形成するための例えば櫛状の
第１と第２の電極を設け、これらの電極間に横電界（基板面に沿う方向の電界）を生じさ
せて液晶分子の配向状態を変化させる横電界制御型のものでもよい。
【００２６】
　前記液晶表示素子１は、互いに隣合う前記赤、緑、青及び白の各色１つずつの４つの画
素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗを１単位とする複数の表示要素１４によりカラー画像
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を表示する。
【００２７】
　図３～図６はそれぞれ前記液晶表示素子１の画素配列例を示しており、これらの図では
、互いに隣合う４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗにより構成された複数の表示
要素１４をそれぞれ太線で囲んでいる。
【００２８】
　図３に示した画素配列例は、各行毎に、赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ
，１３Ｂ，１３Ｗを、同じ順序、例えば赤色画素１３Ｒ、白色画素１３Ｗ、緑色画素１３
Ｇ、青色画素１３Ｂの順で交互に並べて配列したものであり、各行毎に、互いに隣合う赤
、緑、青及び白の各色１つずつの４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗからなる複
数の表示要素１４が構成されている。
【００２９】
　図４に示した画素配列例は、各行毎に、赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ
，１３Ｂ，１３Ｗを交互に、且つ奇数行と偶数行とで並び順を異ならせて配列したもので
あり、各行毎に、互いに隣合う赤、緑、青及び白の各色１つずつの４つの画素１３Ｒ，１
３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗからなる複数の表示要素１４が構成されている。
【００３０】
　図５に示した画素配列例は、奇数行に、赤、緑、青及び白の４色のうちの２つの色の画
素、例えば赤色画素１３Ｒと白色画素１３Ｗとを交互に並べて配列し、偶数行に、前記赤
、緑、青及び白の４色のうちの他の２つの色の画素、例えば緑色画素１３Ｇと青色画素１
３Ｂとを交互に並べて配列したものであり、隣合う２つの行毎に、前記２つの行及び２つ
の列の赤、緑、青及び白の各色１つずつの４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗか
らなる複数の表示要素１４が構成されている。
【００３１】
　図６に示した画素配列例は、各行毎に、前記赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１
３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗを交互に、且つ奇数行と偶数行とで並び順を異ならせて配列すると
ともに、前記奇数行の画素配列と前記偶数行の画素配列とを、行方向に１／２ピッチずら
したものであり、各行毎に、互いに隣合う赤、緑、青及び白の各色１つずつの４つの画素
１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗからなる複数の表示要素１４が構成されている。
【００３２】
　なお、前記液晶表示素子１の画素配列は、前記図３～図６の配列に限らず、互いに隣合
う赤、緑、青及び白の各色１つずつの４つの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗにより
１つの表示要素１４を構成する配列であればよい。
【００３３】
　この液晶表示素子１は、赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３
Ｗにより１つの表示要素１４を構成しているため、白色画素を備えず、赤、緑、青の３色
の画素により１つの表示要素を構成した３色画素表示素子に比べて、画面を明るくするこ
とができる。
【００３４】
　次に、前記液晶表示素子１の駆動方法を説明すると、前記液晶表示素子１は、図１に示
した駆動手段１５により、外部から入力された映像信号の赤、緑、青の３色の階調データ
に基づいて、前記複数の表示要素１４毎の赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ
，１３Ｂ，１３Ｗを駆動するための赤、緑、青及び白の４色の駆動階調データを生成し、
これらの駆動階調データにそれぞれ対応した前記４色のデータ信号を前記複数の表示要素
１４の赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗにそれぞれ供給す
ることにより駆動する。
【００３５】
　前記駆動手段１５は、前記液晶表示素子１の複数の走査線に順次前記ＴＦＴをオンさせ
るためのゲート信号を供給する走査駆動回路１６と、前記液晶表示素子１の複数のデータ
線にデータ信号を供給するデータ駆動回路１７と、前記映像信号の赤、緑、青の３色の階
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調データに基づいて前記液晶表示素子１の複数の表示要素１４毎の赤、緑、青及び白の４
色の駆動階調データを生成するための演算部１８と、前記ゲート信号に対応した電圧及び
前記赤、緑、青及び白の４色の駆動階調データの階調数に対応した複数の値の電圧を発生
する電源部１９と、前記走査駆動回路１６及びデータ駆動回路１７と演算部１８を制御す
るコントローラ２０とからなっている。
【００３６】
　前記映像信号は、表示する画像に対応した同期信号と、１つの表示要素それぞれ対応し
た表示色を定義する赤、緑、青の３色の階調データとを含む信号であり、前記コントロー
ラ２０に入力される。前記コントローラ２０は、前記映像信号から、前記同期信号等を分
離して前記走査駆動回路１６とデータ駆動回路１７とに供給し、また前記赤、緑、青の３
色の階調データを前記演算部１８に供給し、これらの回路の動作を制御する。
【００３７】
　前記演算部１８は、前記コントローラ２０から入力された赤、緑、青の３色の階調デー
タに基づいて、予め定めた演算手順に従った演算により、前記液晶表示素子１の複数の表
示要素１４毎の赤、緑、青及び白の４色の駆動階調データを生成し、その赤、緑、青及び
白の４色の駆動階調データを前記データ駆動回路１７に供給する。
【００３８】
　そして、前記走査駆動回路１６は、前記電源部１９により発生された電圧値のゲート信
号を、前記コントローラ２０からの同期信号に対応して前記液晶表示素子１の複数の走査
線に順次供給する、前記データ駆動回路１７は、前記演算部１８からの前記赤、緑、青及
び白の４色の駆動階調データにそれぞれ対応した電圧を前記電源部１９から選択し、これ
らの電圧値の赤、緑、青及び白の４色のデータ信号を、同期信号に対応させて前記液晶表
示素子１の複数のデータ線に供給する。
【００３９】
　すなわち、前記駆動手段１５は、前記液晶表示素子１の複数の画素行を、前記複数の走
査線へのゲート信号の供給により順次選択し、選択行の各画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，
１３Ｗの画素電極５に、前記演算部１８において生成された前記複数の表示要素１４毎の
赤、緑、青及び白の４色の駆動階調データにそれぞれ対応した前記４色のデータ信号を前
記複数の信号線及びＴＦＴを介して供給する。
【００４０】
　前記赤、緑、青及び白の４色の駆動階調データは、前記演算部１８において、前記入力
された赤、緑、青の３色の階調データに基づいて、以下のように演算することによって得
ることができる。
【００４１】
　すなわち、前記複数の表示要素１４毎の前記赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１
３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗそれぞれの最大階調輝度に対するこれらの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１
３Ｂ，１３Ｗを駆動するための前記駆動階調データに対応する輝度の割合を輝度率、前記
複数の表示要素１４毎の前記赤、緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ相互の前記
輝度率の差の絶対値のうちの最大値を最大輝度率差とするとき、前記複数の表示要素１４
毎の赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗの前記輝度率がそれ
ぞれ、前記赤、緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂそれぞれの前記輝度率に、前
記白色画素１３Ｗの特性に応じて予め定めた任意の値の設定輝度率の前記最大輝度率差に
相当する階調数以外の階調数に対応する割合の輝度率を加算し、その加算値から前記白色
画素１３Ｗの前記輝度率を差し引いた値になるように、前記４色の駆動階調データが定め
られる。
【００４２】
　ここで、前記赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗの最大階
調輝度は、これらの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗにそれぞれ最大階調値の階調デ
ータ（例えば入力された赤、緑、青の３色の階調データがそれぞれ階調値が０～６３の６
４段階のデータであるときは、階調値が６３の階調データ）に対応したデータ信号を供給
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したときの出射光の強度である。
【００４３】
　この駆動方法は、前記入力された赤、緑、青の３色の階調データから、前記液晶表示素
子１の赤、緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ相互の前記輝度率の差と、１フレ
ームにおける全ての表示要素１４の前記最大輝度率差に基づいて、前記複数の表示要素１
４毎の赤、緑、青及び白の４色の駆動階調データの諧調値演算によって求め、これらの諧
調値の階調データにそれぞれ対応した前記４色のデータ信号を前記赤、緑、青及び白の４
色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗにそれぞれ供給することにより、前記入力され
た赤、緑、青の３色の階調データの階調値が互いに異なるときの、前記赤、緑、青の３色
の階調データによって定められた色に対する前記表示要素１４の表示色の色ずれを低減し
ようとするものである。
【００４４】
　この駆動方法において、前記赤、緑、青及び白の４色の駆動階調データは、前記複数の
表示要素１４毎に、前記入力された赤、緑、青の３色の階調データの階調値にそれぞれ、
前記赤、緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ相互の前記輝度率の差を加算し、さ
らに前記１フレームにおける全ての表示要素１４の前記最大輝度率差に応じて定められる
係数を乗じた値のうちの最も小さい値を白の駆動階調データに割り当て、前記入力された
赤、緑、青の３色の階調データの階調値からそれぞれ前記白の駆動階調データに割り当て
た階調数を差し引いた値をそれぞれ前記赤、緑、青の３色の駆動階調データとする。
【００４５】
　さらに詳述すると、前記入力された赤、緑、青の３色の階調データが、これらの３色相
互の階調差が大きいデータ、つまり１つの表示要素１４の表示色を濃い色に定めるデータ
であるときは、前記白色画素１３Ｗの輝度を低くするように前記赤、緑、青及び白の４色
の駆動階調データを設定し、前記入力された赤、緑、青の３色の階調データが、これらの
３色相互の階調差の小さいデータ、つまり１つの表示要素１４の表示色を薄い色に定める
データであるときは、前記白色画素１３Ｗの輝度を高くするような前記赤、緑、青及び白
の４色の駆動階調データを生成する。
【００４６】
　前記赤、緑、青及び白の４色の駆動階調データを生成するため、この駆動方法において
は、前記複数の表示要素１４毎に、前記赤、緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ
それぞれの前記最大階調輝度に対する前記入力された赤、緑、青の３色の階調データに対
応する輝度（入力された赤、緑、青の３色の階調データに対応したデータ信号を供給した
ときの出射光の強度）の割合である入力データ対応輝度率を求め、さらに、前記複数の表
示要素１４毎の前記赤、緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ相互の前記入力デー
タ対応輝度率の差の絶対値のうちの最大値を求める。また、前記１フレームにおける全て
の表示要素１４の最大輝度率差に応じた係数は、例えば、前記全ての表示要素１４それぞ
れの最大輝度率差のうちの最も大きい値に応じて設定する。
【００４７】
　ここで、前記赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗそれぞれ
の最大階調輝度をＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷ、前記赤、緑、青の
３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂそれぞれの前記入力された赤、緑、青の３色の階調デ
ータに対応する輝度を入力データ対応輝度ＬＲ，ＬＧ，ＬＢとすると、前記最大階調輝度
ＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷに対する前記入力データ対応輝度ＬＲ

，ＬＧ，ＬＢの割合である入力データ対応輝度率ＲＲ，ＲＧ，ＲＢは、それぞれＲＲ＝Ｌ

Ｒ／ＬｍａｘＲ，ＲＧ＝ＬＧ／ＬｍａｘＧ，ＲＢ＝ＬＢ／ＲｍａｘＢであり、前記３色の
画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ相互の前記入力データ対応輝度率ＲＲ，ＲＧ，ＲＢの差の絶
対値のうちの最大値を最大輝度率差ｄｍａｘは、｜ＲＲ－ＲＧ｜，｜ＲＧ－ＲＢ｜，｜Ｒ

Ｂ－ＲＲ｜のうちの最大値である。
【００４８】
　また、前記１フレームにおける全ての表示要素１４それぞれの前記最大輝度率差dｍａ
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ｘのうちの最も大きい値をdｍａｘＡＬＬとすると、このdｍａｘＡＬＬは、前記液晶表示
素子１の表示要素数をｎとし、前記複数の表示要素１４それぞれの赤、緑、青の３色の画
素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂの入力データ対応輝度ＬＲ，ＬＧ，ＬＢに前記表示要素１４の
番号（１），（２），（３），……（ｎ）を付したとき、｜ＲＲ（１）－ＲＧ（１）｜，
｜ＲＧ（１）－ＲＢ（１）｜，｜ＲＢ（１）－ＲＲ（１）｜，｜ＲＲ（２）－ＲＧ（２）

｜，｜ＲＧ（２）－ＲＢ（２）｜，｜ＲＢ（２）－ＲＲ（２）｜，｜ＲＲ（３）－ＲＧ（

３）｜，｜ＲＧ（３）－ＲＢ（３）｜，｜ＲＢ（３）－ＲＲ（３）｜，……｜ＲＲ（ｎ）

－ＲＧ（ｎ）｜，｜ＲＧ（ｎ）－ＲＢ（ｎ）｜，｜ＲＢ（ｎ）－ＲＲ（ｎ）｜のうちの最
大値である。
【００４９】
　前記１フレームにおける全ての表示要素１４それぞれの最大輝度率差ｄｍａｘのうちの
最も大きい値dｍａｘＡＬＬは、各フレーム毎に、そのフレームの全ての赤、緑、青の３
色の階調データをメモリに保存することにより、その保存データに基づいて算出する。
【００５０】
　ただし、フレームレートが１秒間に２フレーム以上の動画表示においては、連続する前
後のフレーム相互の赤、緑、青の３色の階調データの類似性が高いため、前のフレームに
おける全ての表示要素１４それぞれの最大輝度率差ｄｍａｘのうちの最も大きい値を、次
のフレームのdｍａｘＡＬＬとしてもよく、このようにすることにより、１フレームの全
ての赤、緑、青の３色の階調データを保存するためのメモリを省略することができる。
【００５１】
　さらに、前記赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗそれぞれ
の前記駆動階調データに対応する輝度を駆動データ対応輝度をＬ′Ｒ，Ｌ′Ｇ，Ｌ′Ｂ，
Ｌ′Ｗ、前記赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗそれぞれの
前記最大階調輝度ＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷに対する前記駆動デ
ータ対応輝度Ｌ′Ｒ，Ｌ′Ｇ，Ｌ′Ｂ，Ｌ′Ｗの割合Ｌ′Ｒ／ＬｍａｘＲ，Ｌ′Ｇ／Ｌｍ

ａｘＧ，Ｌ′Ｂ／ＬｍａｘＢ，Ｌ′Ｗ／ＬｍａｘＷをそれぞれ駆動データ対応輝度率Ｒ′

Ｒ，Ｒ′Ｇ，Ｒ′Ｂ，Ｒ′Ｗとすると、これらの駆動データ対応輝度率のうちの赤、緑、
青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂの駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ′Ｇ，Ｒ′Ｂ

はそれぞれ、前記表示要素１４毎の前記最大輝度率差dｍａｘに応じて定められる輝度率
に、前記１フレームにおける全ての表示要素１４の全ての表示要素１４それぞれの最大輝
度率差dｍａｘのうちの最も大きい値dｍａｘＡＬＬに応じて定められる係数を乗じた輝度
率を、前記それぞれのデータ階調輝度率ＲＲ，ＲＧ，ＲＢに加算し、且つ前記白色画素１
３Ｗの駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｗを差し引いた値によって表される。
【００５２】
　ここで、前記白色画素１３Ｗの特性に応じて予め定めた任意の値の設定輝度率をｔ１と
すると、前記表示要素１４毎の前記最大輝度率差ｄｍａｘに対応する輝度率は、０～Ｌｍ

ａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）の範囲で、前記白色画素１３Ｗの特性
に応じて予め定めた任意の値の設定輝度率ｔ１に、前記入力データ対応輝度率ＲＲ，ＲＧ

，ＲＢの全階調数のうちの前記最大輝度率差ｄｍａｘの階調数に対応する階調数を除いた
他の階調数を乗じ、さらに前記入力データ対応輝度率ＲＲ，ＲＧ，ＲＢを乗じた値、すな
わち前記入力データ対応輝度率ＲＲ，ＲＧ，ＲＢの全階調数のうちの前記最大輝度率差ｄ

ｍａｘの階調数に対応する階調数を除いた他の階調数に対応する部分に相当する。
【００５３】
　さらに、前記１フレームにおける全ての表示要素１４の全ての表示要素１４それぞれの
最大輝度率差dｍａｘのうちの最も大きい値dｍａｘＡＬＬに応じて定められる係数をｔ２

とすると、この係数ｔ２は、１／［｛１+ｔ１（１－dｍａｘＡＬＬ）｝dｍａｘＡＬＬ］
で表される値と、｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１
＋ｔ１）で表される値とのうちの小さい方の値である。
【００５４】
　また、前記表示要素１４毎の白色画素１３Ｗの輝度率は、同じ表示要素１４の赤、緑、
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青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂそれぞれの最大階調輝度ＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ

，ＬｍａｘＢの和に対する前記白色画素１３Ｗの最大階調輝度ＬｍａｘＷの割合に、この
白色画素１３Ｗの駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｗを乗じた値で表される。
【００５５】
　そこで、この駆動方法においては、前記入力された赤、緑、青の３色の階調データに基
づいて、
　上述したように前記赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗそ
れぞれの最大階調輝度をＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷ、
　前記赤、緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂそれぞれの前記入力された赤、緑
、青の３色の階調データに対応する輝度を入力データ対応輝度ＬＲ，ＬＧ，ＬＢ、
　前記赤、緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂそれぞれの前記最大階調輝度Ｌｍ

ａｘＲ，ＬｍａｘＧ，ＬｍａｘＢに対する前記入力データ対応輝度ＬＲ，ＬＧ，ＬＢの割
合ＬＲ／ＬｍａｘＲ，ＬＧ／ＬｍａｘＧ，ＬＢ／ＲｍａｘＢをそれぞれ入力データ対応輝
度率ＲＲ，ＲＧ，ＲＢ、
　前記複数の表示要素１４毎の前記赤、緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ相互
の前記入力データ対応輝度率ＲＲ，ＲＧ，ＲＢの差の絶対値｜ＲＲ－ＲＧ｜，｜ＲＧ－Ｒ

Ｂ｜，｜ＲＢ－ＲＲ｜のうちの最大値を最大輝度率差dｍａｘ、
　１画面のカラー画像を表示するための１フレームにおける全ての表示要素１４それぞれ
の前記最大輝度率差dｍａｘのうちの最も大きい値をdｍａｘＡＬＬ、
　前記赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗそれぞれのこれら
の画素を駆動するための駆動階調データに対応する輝度を駆動データ対応輝度Ｌ′Ｒ，Ｌ
′Ｇ，Ｌ′Ｂ，Ｌ′Ｗ、
　前記赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗそれぞれの前記最
大階調輝度ＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷに対する前記駆動データ対
応輝度Ｌ′Ｒ，Ｌ′Ｇ，Ｌ′Ｂ，Ｌ′Ｗの割合Ｌ′Ｒ／ＬｍａｘＲ，Ｌ′Ｇ／ＬｍａｘＧ

，Ｌ′Ｂ／ＬｍａｘＢ，Ｌ′Ｗ／ＬｍａｘＷをそれぞれ駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ
′Ｇ，Ｒ′Ｂ，Ｒ′Ｗとするとき、
　前記駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ′Ｇ，Ｒ′Ｂ，Ｒ′Ｗが、
　Ｒ′Ｒ＝ＲＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｒ′Ｗ・ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ

＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　Ｒ′Ｇ＝ＲＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｒ′Ｗ・ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ

＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　Ｒ′Ｂ＝ＲＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｒ′Ｗ・ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ

＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）
　ただし、ｔ１は、０≦ｔ１≧ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）の
範囲の任意の設定値、ｔ２は、１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬ

Ｌ］≦｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）の
とき、ｔ２＝１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］に設定され、
｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）＜［｛１
＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］のとき、ｔ２＝｛１＋ＬｍａｘＷ／（
ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）に設定される係数、
を満足する階調値に設定された前記複数の表示要素１４毎の赤、緑、青及び白の４色の駆
動階調データを生成する。
【００５６】
　より具体的には、前記液晶表示素子１が、赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３
Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗそれぞれの輝度がこれらの画素を駆動するための駆動階調データの階
調値に比例する特性を有している場合、これらの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗの
輝度は前記駆動階調データの階調値として扱うことができ、上記の条件は、下記のように
表すことができる。
【００５７】
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　すなわち、前記複数の表示要素１４毎の赤、緑、青及び白の４色の駆動階調データは、
　入力された赤、緑、青の３色の階調データの階調値をＤＲ，ＤＧ，ＤＢ、前記赤、緑、
青及び白の４色の駆動階調データの階調値をＤ′Ｒ，Ｄ′Ｇ，Ｄ′Ｂ，Ｄ′Ｗとするとき
、
　Ｄ′ＲはＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃを整数化した値
　Ｄ′ＧはＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃを整数化した値
　Ｄ′ＢはＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃを整数化した値
　Ｄ′ＷはＣを整数化した値
　ただし、Ｃは、ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２，ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａ

ｘ）｝ｔ２，ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２のうちの最も小さい値をＤ２ｍｉｎ

とするとき、前記Ｄ２ｍｉｎが最大階調未満の場合はその値Ｄ２ｍｉｎを整数化した値、
前記Ｄ２ｍｉｎが最大階調以上の場合は前記最大階調の値とする、
の諧調値にそれぞれ設定される。
【００５８】
　なお、前記Ｄ′Ｒ，Ｄ′Ｇ，Ｄ′Ｂ，Ｄ′Ｒの値は、小数点以下の値の四捨五入による
整数化値が好ましいが、整数化は、他の手段、例えば小数点以下の値の切り捨てまたは切
り上げ等によってもよい。
【００５９】
　このように、この駆動方法は、前記入力された赤、緑、青の３色の階調データに基づい
て、前記複数の表示要素１４毎の赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ
，１３Ｗの駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ′Ｇ，Ｒ′Ｂ，Ｒ′Ｗがそれぞれ、前記赤、
緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂそれぞれの駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ
′Ｇ，Ｒ′Ｂに、前記白色画素１３Ｗの特性に応じて予め定めた任意の値の設定輝度率ｔ

１の前記最大輝度率差ｄｍａｘに相当する階調数以外の階調数に対応する割合の輝度率を
加算して得られる値に、１フレームにおける全ての表示要素１４それぞれの前記最大輝度
率差ｄｍａｘのうちの最も大きい値ｄｍａｘＡＬＬに応じて設定される係数を乗じ、且つ
前記白色画素１３Ｗの駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｗを差し引いた値となるように、前記複
数の表示要素１４毎の赤、緑、青び白の４色の階調データを設定し、これらの駆動階調デ
ータにそれぞれ対応した前記４色のデータ信号を前記複数の表示要素１４の赤、緑、青及
び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗにそれぞれ供給するようにしたもので
ある。
【００６０】
　この駆動方法によれば、赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３
Ｗにより１つの表示要素１４を構成した前記液晶表示素子１に、入力された三原色の階調
データに対応した色再現性の良いカラー画像を表示させることができる。
【００６１】
　このように本駆動方法は、前記入力された赤、緑、青の３色の階調データに基づいて、
前記複数の表示要素１４毎の赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１
３Ｗの駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ′Ｇ，Ｒ′Ｂ，Ｒ′Ｗがそれぞれ、前記赤、緑、
青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂそれぞれの駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｒ，Ｒ′Ｇ

，Ｒ′Ｂに、前記白色画素１３Ｗの特性に応じて予め定めた任意の値の設定輝度率ｔ１の
前記最大輝度率差ｄｍａｘに相当する階調数以外の階調数に対応する割合の輝度率を加算
して得られる値に、１画面のカラー画像を表示するための１フレームにおける全ての表示
要素１４の前記最大輝度率差ｄｍａｘに応じて定められる係数を乗じ、且つ前記白色画素
１３Ｗの駆動データ対応輝度率Ｒ′Ｗを差し引いた値となるように、前記複数の表示要素
１４毎の赤、緑、青び白の４色の階調データの諧調値を定めているため、前記先願の駆動
方法に比べて、白表示の輝度をさらに高くすることができる。
【００６２】
　すなわち、前記液晶表示素子１が、赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１
３Ｂ，１３Ｗそれぞれの輝度がこれらの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗを駆動する
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ための駆動階調データの階調値に比例する特性を有している場合、前記入力された赤、緑
、青の３色の階調データがそれぞれ、例えば階調値が０～６３の６４段階のデータである
とすると、前記赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗそれぞれ
の最大階調輝度（階調値が６３の階調データに対応したデータ信号を供給したときの輝度
）ＬｍａｘＲ，ＬｍａｘＧ，ＬｍａｘＢ，ＬｍａｘＷは、
　ＬｍａｘＲ＝２２ｃｄ／ｍ２

　ＬｍａｘＧ＝６２ｃｄ／ｍ２

　ＬｍａｘＢ＝１６ｃｄ／ｍ２

　ＬｍａｘＷ＝１００ｃｄ／ｍ２

である。
【００６３】
　図７は前記液晶表示素子１の赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，
１３Ｗにそれぞれ前記最大階調の階調データに対応したデータ信号を供給したときの各色
の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗから出射する赤、緑、青及び白の４色の光の分光
特性を示している。
【００６４】
　前記赤、緑、青の３色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂの入力データ対応輝度率ＲＲ，Ｒ

Ｇ，ＲＢ（ＲＲ＝ＬＲ／ＬｍａｘＲ，ＲＧ＝ＬＧ／ＬｍａｘＧ，ＲＢ＝ＬＢ／ＲｍａｘＢ

）は、前記液晶表示素子１の赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１
３Ｗそれぞれの輝度がこれらの画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗを駆動するための駆
動階調データの階調値に比例する場合、ＲＲ＝ＬＲ／６３，ＲＧ＝ＬＧ／６３，ＲＢ＝Ｌ

Ｂ／６３で表せる。
【００６５】
　また、前記１つの表示要素１４を構成する赤、緑、青及び白の４色の画素１３Ｒ，１３
Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗのうちの１色の画素に階調値が６３の階調データに対応するデータ信
号を供給し、他の３色の画素に階調値が０の階調データに対応するデータ信号を供給した
ときの前記表示要素１４の表示の色度ｘ，ｙ（ｘコーディネイト値とｙコーディネイト値
）は、
　赤色画素１３Ｒに階調値が６３の階調データに対応したデータ信号を供給し、他の色の
画素１３Ｇ，１３Ｂ，１３Ｗに階調値が０の階調データに対応したデータ信号を供給した
とき、ｘ＝０．５６，ｙ＝０．３６
　緑色画素１３Ｇに階調値が６３の階調データに対応したデータ信号を供給し、他の色の
画素１３Ｒ，１３Ｂ，１３Ｗに階調値が０の階調データに対応したデータ信号を供給した
とき、ｘ＝０．３４，ｙ＝０．５４
　青色画素１３Ｂに階調値が６３の階調データに対応したデータ信号を供給し、他の色の
画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｗに階調値が０の階調データに対応したデータ信号を供給した
とき、ｘ＝０．１６，ｙ＝０．１３
　白色画素１３Ｗに階調値が６３の階調データに対応したデータ信号を供給し、他の色の
画素１３Ｒ，１３Ｇ，１３Ｂに階調値が０の階調データに対応したデータ信号を供給した
とき、ｘ＝０．３１，ｙ＝０．３２
である。
【００６６】
　比較例としての駆動方法を例示する。この比較例の駆動方法は、入力された赤、緑、青
の３色の階調データの階調値をＤＲ，ＤＧ，ＤＢ、赤、緑、青及び白の４色の駆動階調デ
ータの階調値Ｄ′Ｒ，Ｄ′Ｇ，Ｄ′Ｂ，Ｄ′Ｗを、
　Ｄ′Ｒ＝ＤＲ{１＋ｔ（１－dｍａｘ）}－Ｃの整数化値
　Ｄ′Ｇ＝ＤＧ{１＋ｔ（１－dｍａｘ）}－Ｃの整数化値
　Ｄ′Ｂ＝ＤＢ{１＋ｔ（１－dｍａｘ）}－Ｃの整数化値
　Ｄ′Ｗ＝Ｃの整数化値
　ただし、ｔ＝１，係数Ｃは、入力された赤、緑、青の３色の階調データの最大階調値が
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６３である場合、前記ＤＲ｛１＋ｔ（１－ｄｍａｘ）｝，ＤＧ｛１＋ｔ（１－ｄｍａｘ）
｝，ＤＢ｛１＋ｔ（１－ｄｍａｘ）｝のうちの最も小さい値Ｄｍｉｎが６３未満であると
きはＣ＝Ｄｍｉｎとし、前記値Ｄｍｉｎが６３以上のときはＣ＝６３とする、
の条件を満たす諧調値にそれぞれ設定された４色の駆動階調データを生成するのである。
【００６７】
　それに対して、本駆動方法では、前記赤、緑、青及び白の４色の駆動階調データの階調
値Ｄ′Ｒ，Ｄ′Ｇ，Ｄ′Ｂ，Ｄ′Ｗを、
　Ｄ′Ｒ＝ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃの整数化値
　Ｄ′Ｇ＝ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃの整数化値
　Ｄ′Ｂ＝ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃの整数化値
　Ｄ′Ｗ＝Ｃの整数化値
に設定する。
【００６８】
　本駆動方法において、前記入力された赤、緑、青の３色の階調データの最大階調値が６
３である場合、前記ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２，ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍ

ａｘ）｝ｔ２，ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２のうちの最も小さい値Ｄ２ｍｉｎ

に対応した係数Ｃは、前記Ｄ２ｍｉｎが６３未満であるときはＣ＝Ｄ２ｍｉｎとし、前記
値Ｄ２ｍｉｎが６３以上のときはＣ＝６３とした。
【００６９】
　前記比較例の駆動方法による１フレーム中の１つの表示要素１４の表示と、本駆動方法
による１フレーム中の１つの表示要素１４の表示とを比較する。なお、ここでは、先願の
駆動方法における前記ｔの値をｔ＝０．５とし、本駆動方法における前記ｔ１とｄｍａｘ

ＡＬＬの値をｔ１＝０．５、ｄｍａｘＡＬＬ＝０．７６とした。
【００７０】
　例えば、前記１つの表示要素１４に対する赤、緑、青の３色の階調データが白色を定め
たデータであるとき、つまり前記赤、緑、青の３色の階調データの階調値ＤＲ，ＤＧ，Ｄ

Ｂが、ＤＲ＝６３，ＤＧ＝６３，ＤＢ＝６３のときは、
　ｄｍａｘ＝６３／６３－６３／６３＝０
である。
【００７１】
　そして、ｄｍａｘ＝０のとき、前記比較例の駆動方法では、ｔ＝０．５とすると、
　ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝＝６３｛１＋０．５（１－０）｝＝９４．５０
　ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝＝６３｛１＋０．５（１－０）｝＝９４．５０
　ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝＝６３｛１＋０．５（１－０）｝＝９４．５０
　Ｄｍｉｎ＝９４．５０
　Ｃ＝６３
であり、
　ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝９４．５０－６３＝３１．５０
　ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝９４．５０－６３＝３１．５０
　ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝９４．５０－６３＝３１．５０
となるため、
　Ｄ′Ｒ＝３２
　Ｄ′Ｇ＝３２
　Ｄ′Ｂ＝３２
　Ｄ′Ｗ＝３２
となり、輝度が１５１ｃｄ／ｍ２の白表示が得られる。
【００７２】
　これに対して本駆動方法では、ｔ１＝０．５、ｄｍａｘＡＬＬ＝０．７６とすると、
　１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］
　　＝１／［｛１＋０．５（１－０．７６）｝０．７６］＝１．１７
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　｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）
　　＝（１＋１）／（１＋０．５）＝１．３３
であり、したがって、
　１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］
　　≦｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝
であるため、
　ｔ２＝１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］＝１，１７
になる。
【００７３】
　そして、ｄｍａｘ＝０のときは、
　ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝６３｛１＋０．５（１－０）｝１．１７＝１１０．８４
　ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝６３｛１＋０．５（１－０）｝１．１７＝１１０．８４
　ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝６３｛１＋０．５（１－０）｝１．１７＝１１０．８４
　Ｄ２ｍｉｎ＝１１０．８４
　Ｃ＝６３
であり、
　Ｄ′Ｒ＝ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝１１０．８－６３＝４７．８４
　Ｄ′Ｇ＝ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝１１０．８－６３＝４７．８４
　Ｄ′Ｂ＝ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝１１０．８－６３＝４７．８４
となるため、
　Ｄ′Ｒ＝４８
　Ｄ′Ｇ＝４８
　Ｄ′Ｂ＝４８
　Ｄ′Ｗ＝６３
となり、輝度が１７６ｃｄ／ｍ２の白表示が得られる。
【００７４】
　この白表示の輝度（１７６ｃｄ／ｍ２）は、前記比較例の駆動方法による白表示の輝度
（１５１ｃｄ／ｍ２）に比べて２５ｃｄ／ｍ２高い。
【００７５】
　なお、ここでは赤、緑、青の３色の階調データの階調値ＤＲ，ＤＧ，ＤＢがそれぞれ６
３のときの白表示について説明したが、前記赤、緑、青の３色の階調データの階調値ＤＲ

，ＤＧ，ＤＢがそれぞれ０のときは黒が表示され、前記階調値ＤＲ，ＤＧ，ＤＢがそれぞ
れ０以上、６３未満の範囲の同じ値のときは灰色（白と黒の中間色）が表示される。
【００７６】
　また、前記１つの表示要素１４に対する赤、緑、青の３色の階調データが、赤、緑、青
の３色を互いに異なる比率で混色させた中間色を定めたデータであるとき、例えば前記赤
、緑、青の３色の階調データの階調値ＤＲ，ＤＧ，ＤＢが、ＤＲ＝５５，ＤＧ＝３１，Ｄ

Ｂ＝７のときは、ｄｍａｘ＝５５／６３－７／６３＝４８／６３である。
【００７７】
　そして、ｄｍａｘ＝４８／６３のとき、前記比較例の駆動方法では、ｔ＝０．５とする
と、
　ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝＝５５｛１＋０．５（１－４８／６３）｝＝６１．
５５
　ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝＝３１｛１＋０．５（１－４８／６３）｝＝３４．
６９
　ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝＝７｛１＋０．５（１－４８／６３）｝＝７．８３
　Ｄｍｉｎ＝７．８３
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　Ｃ＝７．８３
であり、
　ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝６１．５５－７．８３＝５３．７１
　ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝３４．６９－７．８３＝２６．８６
　ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝７．８３－７．８３＝０
となるため、
　Ｄ′Ｒ＝５４
　Ｄ′Ｇ＝２７
　Ｄ′Ｂ＝０
　Ｄ′Ｗ＝８
となり、輝度が５８ｃｄ／ｍ２の中間色表示が得られる。
【００７８】
　この中間色表示の色度は、前記３色画素表示素子における、１つの表示要素の赤、緑、
青の３色の画素に、赤、緑、青の階調値がそれぞれ５５，３１，７の３色の階調データに
対応したデータ信号を供給したときの前記表示要素の表示の色度と実質的に同じであり、
また、この中間色表示の輝度（５８ｃｄ／ｍ２）は、この比較例の駆動方法による前記白
表示の輝度（１５１ｃｄ／ｍ２）の約３９％である。
【００７９】
　これに対して本駆動方法では、ｔ１＝０．５、ｄｍａｘＡＬＬ＝０．７６とすると、上
記のようにｔ２＝１，１７であるため、ｄｍａｘ＝４８／６３のときは、
　ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝５５｛１＋０．５（１－４８／６３）｝１．１７＝７２．１９
　ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝３１｛１＋０．５（１－４８／６３）｝１．１７＝４０．６９
　ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝７｛１＋０．５（１－４８／６３）｝１．１７＝９．１９
　Ｄ２ｍｉｎ＝９．１９
　Ｃ＝９．１９
であり、
　Ｄ′Ｒ＝ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝７２．１９－９．１９＝６３．
００
　Ｄ′Ｇ＝ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝４０．６９－９．１９＝３１．
５０
　Ｄ′Ｂ＝ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝９．１９－９．１９＝０
となるため、
　Ｄ′Ｒ＝６３
　Ｄ′Ｇ＝３２
　Ｄ′Ｂ＝０
　Ｄ′Ｗ＝９
となり、輝度が６８ｃｄ／ｍ２の中間色表示が得られる。
【００８０】
　この中間色表示の色度は、前記比較例の駆動方法による色度と同じであり、したがって
、前記３色画素表示素子における、１つの表示要素の赤、緑、青の３色の画素に、赤、緑
、青の階調値がそれぞれ５５，３１，７の３色の階調データに対応したデータ信号を供給
したときの前記表示要素の表示の色度と実質的に同じである。また、この中間色表示の輝
度（６８ｃｄ／ｍ２）は、本駆動方法による前記白表示の輝度（１７６ｃｄ／ｍ２）の約
３９％であり、前記比較例の駆動方法による前記白表示と中間色表示との輝度比と同等で
ある。
【００８１】
　また、前記１つの表示要素１４に対する赤、緑、青の３色の階調データが、他の中間色
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を定めたデータであるとき、例えば前記赤、緑、青の３色の階調データの階調値ＤＲ，Ｄ

Ｇ，ＤＢが、ＤＲ＝４７，ＤＧ＝３１，ＤＢ＝１５のときは、ｄｍａｘ＝４７／６３－１
５／６３＝３２／６３である。
【００８２】
　そして、ｄｍａｘ＝３２／６３のとき、比較例の駆動方法では、ｔ＝０．５とすると、
　ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝＝４７｛１＋０．５（１－３２／６３）｝＝５８．
５６
　ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝＝３１｛１＋０．５（１－３２／６３）｝＝３８．
６３
　ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝＝１５｛１＋０．５（１－３２／６３）｝＝１８．
６９
　Ｄｍｉｎ＝１８．６９
　Ｃ＝１８．６９
であり、
　ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝５８．５６－１８．６９＝３９．８７
　ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝３８．６３－１８．６９＝１９．９４
　ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝１８．６９－１８．６９＝０
となるため、
　Ｄ′Ｒ＝４０
　Ｄ′Ｇ＝２０
　Ｄ′Ｂ＝０
　Ｄ′Ｗ＝１９
となり、輝度が６４ｃｄ／ｍ２の中間色表示が得られる。
【００８３】
　この中間色表示の色度は、前記３色画素表示素子における、１つの表示要素の赤、緑、
青の３色の画素に、赤、緑、青の階調値がそれぞれ４７，３１，１５の３色の階調データ
に対応したデータ信号を供給したときの前記表示要素の表示の色度と実質的に同じであり
、また、この中間色表示の輝度（６４ｃｄ／ｍ２）は、この比較例の駆動方法による前記
白表示の輝度（１５１ｃｄ／ｍ２）の約４２％である。
【００８４】
　これに対して本駆動方法では、ｔ１＝０．５、ｄｍａｘＡＬＬ＝０．７６とすると、上
記のようにｔ２＝１，１７であるため、ｄｍａｘ＝３２／６３のときは、
　ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝４７｛１＋０．５（１－３２／６３）｝１．１７＝６８．６９
　ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝３１｛１＋０．５（１－３２／６３）｝１．１７＝４５．３０
　ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝１５｛１＋０．５（１－３２／６３）｝１．１７＝２１．９２
　Ｄ２ｍｉｎ＝２１．９２
　Ｃ＝２１．９２
であり、
　Ｄ′Ｒ＝ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝６８．６９－２１．９２＝４６
．７７
　Ｄ′Ｇ＝ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝４５．３０－２１．９２＝２３
．３８
　Ｄ′Ｂ＝ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝２１．９２－２１．９２＝０
となるため、
　Ｄ′Ｒ＝４７
　Ｄ′Ｇ＝２３
　Ｄ′Ｂ＝０
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　Ｄ′Ｗ＝２２
となり、輝度が７４ｃｄ／ｍ２の中間色表示が得られる。
【００８５】
　この中間色表示の色度は、前記比較例の駆動方法による色度と同じであり、したがって
、前記３色画素表示素子における、１つの表示要素の赤、緑、青の３色の画素に、赤、緑
、青の階調値がそれぞれ４７，３１，１５の３色の階調データに対応したデータ信号を供
給したときの前記表示要素の表示の色度と実質的に同じである。また、この中間色表示の
輝度（７４ｃｄ／ｍ２）は、本駆動方法による前記白表示の輝度（１７６ｃｄ／ｍ２）の
約４２％であり、前記比較例の駆動方法による赤、緑、青の３色の階調データの階調値Ｄ

Ｒ，ＤＧ，ＤＢが、ＤＲ＝４７，ＤＧ＝３１，ＤＢ＝１５のときの白表示と中間色表示と
の輝度比と同等である。
【００８６】
　また、前記１つの表示要素１４に対する赤、緑、青の３色の階調データが、赤、緑、青
の３色のうちのいずれか１色の原色を定めたデータであるとき、例えば前記赤、緑、青の
３色の階調データの階調値ＤＲ，ＤＧ，ＤＢが、ＤＲ＝６３，ＤＧ＝０，ＤＢ＝０のとき
は、ｄｍａｘ＝６３／６３－０／６３＝１である。
【００８７】
　そして、ｄｍａｘ＝１のとき、前記比較例の駆動方法では、ｔ＝０．５とすると、
　ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝＝６３｛１＋０．５（１－１）｝＝６３．００
　ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝＝０｛１＋０．５（１－１）｝＝０
　ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝＝０｛１＋０．５（１－１）｝＝０
　Ｄｍｉｎ＝０
　Ｃ＝０
であり、
　ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝６３．００
　ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝０
　ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝０
となるため、
　Ｄ′Ｒ＝６３
　Ｄ′Ｇ＝０
　Ｄ′Ｂ＝０
　Ｄ′Ｗ＝０
となり、輝度が２２ｃｄ／ｍ２の赤色の原色表示が得られる。
【００８８】
　これに対して本駆動方法では、ｔ１＝０．５、ｄｍａｘＡＬＬ＝１．００とすると、
　１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］
　　＝１／［｛１＋０．５（１－１）｝１．００］＝６３．００
　｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）
　　＝（１＋１）／（１＋０．５）＝１．３３
であり、したがって、
　１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］
　　≦｛１＋ＬｍａｘＷ／（ＬｍａｘＲ＋ＬｍａｘＧ＋ＬｍａｘＢ）｝／（１＋ｔ１）
であるため、
　ｔ２＝１／［｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘＡＬＬ）｝ｄｍａｘＡＬＬ］＝１，００
になる。
【００８９】
　そして、ｄｍａｘ＝１のときは、
　ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝６３｛１＋０．５（１－１）｝１．００＝６３．００
　ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２
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　　＝０｛１＋０．５（１－１）｝１．００＝０
　ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２

　　＝０｛１＋０．５（１－１）｝１．１７＝０
　Ｄ２ｍｉｎ＝０
　Ｃ＝０
であり、
　Ｄ′Ｒ＝ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝６３
　Ｄ′Ｇ＝ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝０
　Ｄ′Ｂ＝ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＝０
となるため、
　Ｄ′Ｒ＝６３
　Ｄ′Ｇ＝０
　Ｄ′Ｂ＝０
　Ｄ′Ｗ＝０
となり、輝度が２２ｃｄ／ｍ２の赤色の原色表示が得られる。この原色表示の輝度は、前
記比較例の駆動方法による原色表示の輝度と実質的に同じである。
【００９０】
　なお、ここではｄｍａｘＡＬＬ＝１．００としたが、前記ｄｍａｘＡＬＬが他の値であ
るときは、前記原色表示の輝度を前記比較例の駆動方法による原色表示の輝度よりも高く
なる。
【００９１】
　このように、本駆動方法によれば、入力された赤、緑、青の３色の階調データの階調値
が互いに異なるときの前記表示要素１４の中間色表示の色度が、前記３色画素表示素子と
実質的に同じであるため、各表示要素１４に、前記赤、緑、青の３色の階調データにより
定められた中間色を色ずれ無く表示させ、色再現性の良いカラー画像を表示することがで
きる。
【００９２】
　また、本駆動方法によれば、前記比較例の駆動方法に比べて、白表示の輝度をさらに高
くすることができる。
【００９３】
　しかも、本駆動方法によれば、前記白表示と中間色表示との輝度比が、前記比較例の駆
動方法による白表示と中間色表示との輝度比と実質的に同じであるため、前記比較例の駆
動方法に比べて中間色表示の輝度も高くすることができる。
【００９４】
　なお、本駆動方法において、上述したように、前のフレームにおける全ての表示要素１
４それぞれの最大輝度率差ｄｍａｘのうちの最も大きい値を次のフレームのdｍａｘＡＬ

Ｌとする場合は、
　ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃの整数化値
　ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃの整数化値
　ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃの整数化値
のいずれか１つまたは２つ以上の値が６３を超えることがあり、６３を超えた値は、その
まま駆動階調データの階調値Ｄ′Ｒ，Ｄ′Ｇ，Ｄ′Ｂとすることができない。
【００９５】
　その場合は、赤、緑、青の３色の駆動階調データの階調値Ｄ′Ｒ，Ｄ′Ｇ，Ｄ′Ｂを、
　ＤＲ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＞６３のときはＤ′Ｒ＝６３
　ＤＧ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＞６３のときはＤ′Ｇ＝６３
　ＤＢ｛１＋ｔ１（１－ｄｍａｘ）｝ｔ２－Ｃ＞６３のときはＤ′Ｂ＝６３
にすればよく、このようにすることにより、ほとんどのカラー画像を、視観上の問題を生
じること無く表示することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００９６】
【図１】液晶表示装置の構成図。
【図２】液晶表示素子の一部分の断面図。
【図３】前記液晶表示素子の画素配列例を示す図。
【図４】前記液晶表示素子の他の画素配列例を示す図。
【図５】前記液晶表示素子の他の画素配列例を示す図。
【図６】前記液晶表示素子の他の画素配列例を示す図。
【図７】前記液晶表示素子の赤、緑、青及び白の４色の画素にそれぞれ前記最大階調の階
調データに対応したデータ信号を供給したとき各色の画素から出射する赤、緑、青及び白
の４色の光の分光特性図。
【符号の説明】
【００９７】
　１…液晶表示素子、１３Ｒ…赤色画素、１３Ｇ…緑色画素、１３Ｂ…青色画素、１３Ｗ
…白色画素、１４…表示要素、１５…駆動手段。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】
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摘要(译)

解决的问题：在具有由红色，绿色，蓝色和白色的四个颜色像素构成一
个显示元件的液晶显示元件上显示具有良好颜色再现性的彩色图像。 解
决方案：基于输入的红，绿，蓝三种颜色的灰度数据，驱动与红，绿，
蓝和白四种颜色的每个像素的最大灰度亮度相对应的灰度数据。 当亮度
比率是多个显示元件中的每个的亮度，红色，绿色和蓝色三种颜色的像
素的亮度比率的差的绝对值的最大值的最大值是最大亮度比率差时，多
个显示元件的每个的亮度 除了红色，绿色和蓝色像素的三个值中的每个
值的亮度比率的最大亮度比率差和红色，绿色和蓝色三种颜色中的每个
像素的亮度比率所对应的灰度数以外的灰度数。 通过将与之对应的比率
的亮度比率相加而得到的值乘以根据一帧中所有显示元件的最大亮度比
率差所确定的系数，并且该值是通过减去白色像素的亮度比率而获得的
值 为每个显示元素驱动红色，绿色，蓝色和白色四种颜色的灰度数据 设
为。 [选型图]图1
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